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(57)【要約】
【課題】本発明は、車両の走行状態だけでなく、車両が
走行している周囲環境たる気象条件等に応じて、よりき
め細やかで適切公正な安全運転指導、安全運転評価が行
える安全運転診断装置及び安全運転診断システムを提供
することを目的とする。
【解決手段】車両走行情報を読み込む通信装置と、車両
走行情報と昼夜モ－ドを判定するためのモ－ド判定閾値
とを比較し昼夜モ－ドを判定し選択する昼夜モ－ド判定
装置と、昼夜モ－ドを判定するためのモ－ド判定閾値と
各モ－ドの安全運転評価閾値を記憶する記憶装置と、判
定した昼夜モ－ドに対応する記憶装置に記憶された安全
運転評価閾値と、車両走行情報または車両走行情報を基
にした情報とを比較する比較装置を備える安全運転診断
装置とする。
【選択図】　　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
車両走行位置の周囲環境状態のうち少なくとも昼夜を検出する第一の検出装置と、
車両の走行状態を検出する第二の検出装置と、
昼夜に応じたモ－ドの判定閾値及び各モ－ドの安全運転評価閾値を記憶する記憶装置と、
前記第一の検出装置による第一検出値と前記記憶装置に記憶されたモ－ド判定閾値とを比
較し前記モ－ドのうち一のモ－ドを選択するモ－ド判定装置と、
前記選択されたモ－ドの安全運転評価閾値と前記第二の検出装置による第二検出値を比較
する比較装置と、
前記比較装置の比較結果を記憶する第二の記憶装置とを備える
ことを特徴とする安全運転診断装置。
【請求項２】
車両走行位置の周囲環境状態のうち少なくとも晴雨を検出する第一の検出装置と、
車両の走行状態を検出する第二の検出装置と、
晴雨に応じたモ－ドの判定閾値及び各モ－ドの安全運転評価閾値を記憶する記憶装置と、
前記第一の検出装置による第一検出値と前記記憶装置に記憶されたモ－ド判定閾値とを比
較し前記モ－ドのうち一のモ－ドを選択するモ－ド判定装置と、
前記選択されたモ－ドの安全運転評価閾値と前記第二の検出装置による第二検出値を比較
する比較装置と、
前記比較装置の比較結果を記憶する第二の記憶装置とを備える
ことを特徴とする安全運転診断装置。
【請求項３】
前記第一の検出装置と前記第二の検出装置と前記記憶装置と前記モ－ド判定装置とは車両
に搭載され、
前記モ－ドの判定閾値または各モ－ドの安全運転評価閾値の少なくとも一部が、無線通信
を介して車両に搭載された前記記憶装置に記憶され、
前記昼夜に応じたモ－ドの判定閾値が、月単位で設定されまたは／及び地域に応じて設定
される
ことを特徴とする請求項１に記載の安全運転診断装置。
【請求項４】
前記第一の検出装置と前記第二の検出装置と前記記憶装置と前記モ－ド判定装置とは車両
に搭載され、
前記モ－ドの判定閾値または各モ－ドの安全運転評価閾値の少なくとも一部が、無線通信
を介して車両に搭載された前記記憶装置に記憶され、
前記晴雨に応じたモ－ドの判定閾値が、ワイパ－の稼働非稼働を基準信号として設定され
る
ことを特徴とする請求項２に記載の安全運転診断装置。
【請求項５】
前記第二の検出装置がＧＰＳ装置を備え、
前記モ－ドの判定閾値及び各モ－ドの安全運転評価閾値は少なくともその一部が、車両外
部の情報端末機からネットワ－ク及び無線通信を介して前記記憶装置に記憶され、
前記第二の記憶装置が前記モ－ド判定装置によるモ－ドと前記比較装置による比較結果を
記憶し車載される
ことを特徴とする請求項１乃至請求項４のいずれか一項に記載の安全運転診断装置。
【請求項６】
前記第二の記憶装置は車両から着脱可能であり、
前記第二の記憶装置に記憶された第二記憶値の少なくとも一部を発信する通信機と、
発信された前記第二記憶値を受信する車外の受信装置とを備え、
前記車外の受信装置の受信値を所定の安全運転診断テ－ブルと比較し、
車両走行条件に応じた安全運転評価を行うサ－バを備える
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ことを特徴とする請求項１乃至請求項５のいずれか一項に記載の安全運転診断装置。
【請求項７】
前記選択されたモ－ドの安全運転評価閾値と前記第二の検出装置による第二検出値とを比
較した比較装置による比較結果にもとづき、
車両乗務員に所定の警告を発する車載された警告発報装置を備える
ことを特徴とする請求項１乃至請求項６のいずれか一項に記載の安全運転診断装置。
【請求項８】
車両走行位置の周囲環境状態のうち少なくとも昼夜を検出する第一の検出装置と、
車両の走行状態を検出する第二の検出装置と、
昼夜に応じたモ－ドの判定閾値及び各モ－ドの安全運転評価閾値を記憶する記憶装置と、
前記第一の検出装置による第一検出値と前記記憶装置に記憶されたモ－ド判定閾値とを比
較し前記モ－ドのうち一のモ－ドを選択するモ－ド判定装置と、
前記選択されたモ－ドの安全運転評価閾値と前記第二の検出装置による第二検出値を比較
する比較装置と、
前記比較装置の比較結果を記憶する第二の記憶装置を備え、
前記モ－ドの判定閾値または各モ－ドの安全運転評価閾値の少なくとも一部がネットワ－
クを介して入力設定される情報端末を備える
ことを特徴とする安全運転診断システム。
【請求項９】
車両走行位置の周囲環境状態のうち少なくとも晴雨を検出する第一の検出装置と、
車両の走行状態を検出する第二の検出装置と、
晴雨に応じたモ－ドの判定閾値及び各モ－ドの安全運転評価閾値を記憶する記憶装置と、
前記第一の検出装置による第一検出値と前記記憶装置に記憶されたモ－ド判定閾値とを比
較し前記モ－ドのうち一のモ－ドを選択するモ－ド判定装置と、
前記選択されたモ－ドの安全運転評価閾値と前記第二の検出装置による第二検出値を比較
する比較装置と、
前記比較装置の比較結果を記憶する第二の記憶装置を備え、
前記モ－ドの判定閾値または各モ－ドの安全運転評価閾値の少なくとも一部がネットワ－
クを介して入力設定される情報端末を備える
ことを特徴とする安全運転診断システム。
【請求項１０】
車両に搭載された車載器により収集された車両運行情報に基づき、複数の安全運転評価項
目に関してそれぞれの評価閾値に応じた安全運転評価を行う安全運転評価装置において、
少なくとも昼間モードか夜間モードかを選択するための昼夜モード判定の閾値を記憶する
昼夜モード判定閾値記憶手段と、
前記車両運行情報のうち前記昼夜モード判定に係わる情報から前記昼夜モード判定閾値記
憶手段に記憶される閾値に基づき昼夜モードを判定する昼夜モ－ド判定手段と、
前記安全運転評価項目各々について選択された昼夜モードに応じた安全運転評価閾値を記
憶する安全運転評価閾値記憶手段と、
前記選択された昼夜モードに応じた安全運転評価閾値と、前記車両運行情報及び／または
前記複数の安全運転評価項目に応じて車両運行情報を加工した車両運行加工情報とを、比
較する比較手段と、
前記比較手段により比較した結果を記憶する比較結果記憶手段とを備える
ことを特徴とする安全運転評価装置。
【請求項１１】
車両に搭載された車載器により収集された車両運行情報に基づき、複数の安全運転評価項
目に関してそれぞれの評価閾値に応じた安全運転評価を行う安全運転評価装置において、
少なくとも晴天モードか雨天モードかを選択するための晴雨モード判定の閾値を記憶する
晴雨モード判定閾値記憶手段と、
前記車両運行情報のうち前記晴雨モード判定に係わる情報から、前記晴雨モード判定閾値
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記憶手段に記憶される閾値に基づき晴雨モードを判定する晴雨モ－ド判定手段と、
前記各安全運転評価項目について選択された晴雨モードに応じた安全運転評価閾値を記憶
する安全運転評価閾値記憶手段と、
選択された晴雨モードに応じた安全運転評価閾値と、前記車両運行情報及び／または前記
複数の安全運転評価項目に応じて車両運行情報を加工した車両運行加工情報とを、比較す
る比較手段と、
前記比較手段により比較した結果を記憶する比較結果記憶手段とを備える
ことを特徴とする安全運転評価装置。
【請求項１２】
前記昼夜モード判定閾値記憶手段に記憶されている昼夜モード判定の閾値が時刻情報であ
る
請求項１０に記載の安全運転評価装置。
【請求項１３】
前記晴雨モード判定閾値記憶手段に記憶されている晴雨モード判定の閾値がワイパー作動
状態情報である
請求項１１に記載の安全運転評価装置。
【請求項１４】
前記判定閾値及び前記安全運転評価閾値は、少なくともその一部が情報端末機からネット
ワーク及び／または通信端末を介して変更可能であること
を特徴とする請求項１０～１３のいずれか一項に記載の安全運転評価装置。
【請求項１５】
車両運行情報を、収集し、着脱可能な記憶媒体に記憶し、または／及び無線通信端末介し
て送信する車載器と、
前記車両運行情報を読み込み、少なくとも前記車両運行情報のうち昼夜モード判定に係わ
る情報から、昼夜モード判定閾値記憶手段に記憶される閾値に基づき昼夜モードを判定し
選択し、
各安全運転評価項目について、前記選択された昼夜モードに応じた安全運転評価閾値と、
前記車両運行情報及び／または複数の安全運転評価項目に応じて車両運行情報を加工した
車両運行加工情報とを、比較する解析装置とを備えること
を特徴とする安全運転評価システム。
【請求項１６】
車両運行情報を、収集し、着脱可能な記憶媒体に記憶し、または／及び無線通信端末介し
て送信する車載器と、
前記車両運行情報を読み込み、少なくとも前記車両運行情報のうち晴雨モード判定に係わ
る情報から、昼夜モード判定閾値記憶手段に記憶される閾値に基づき晴雨モードを判定し
選択し、
各安全運転評価項目について、前記選択された晴雨モードに応じた安全運転評価閾値と、
前記車両運行情報及び／または複数の安全運転評価項目に応じて車両運行情報を加工した
車両運行加工情報とを、比較する解析装置とを備えること
を特徴とする安全運転評価システム。
                                                                                
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、車両運行管理に係わる個々の運転手の運転技術や運転癖、車両走行条件や状
態に応じた運行管理や運転評価が、ネットワ－クを介してできる安全運転診断装置及び安
全運転診断システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、移動運搬装置として自動車による交通手段が用いられているが、産業の発達
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と高度化、グロ－バル化に伴い、より大量に効率的に、高速かつ安全な輸送が必要となっ
てきている。
　そこでトラックやタクシ－等の運送管理にＯＡネットワ－ク技術を導入し、車両に搭載
した車載器に走行距離、走行速度などを記録し、運行終了後、管理事務所の情報処理端末
にて出力する運行管理装置がすでに提案されている。例えば、特開２００５―５５９８７
号公報には、その一例が記載されている。
【特許文献１】特開２００５－５５９８７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　現実の車両運行においては、一般道路か高速道路かの走行道路の相違だけにとどまらず
、運転者の運転技能や、走行場所、走行日時、季節、天候等により適切な走行条件は大き
く異なり、例えば、雨天時の夜間運転などは晴天時の昼間運転に比べて、はるかに慎重な
運転が求められ、それに応じた安全運転判定評価の閾値が必要となるが、これらの点につ
いては従来、全く考慮されていなかった。
【０００４】
　本発明は、上記従来の問題点に鑑みてなされたもので、車両の走行状態だけでなく、車
両が走行している周囲環境たる気象条件等に応じて、よりきめ細やかで適切公正な安全運
転指導、安全運転評価が行える、安全運転診断装置及び安全運転診断システムを提供する
ものである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明にかかる安全運転診断装置は、車両走行位置の周囲環境状態のうち少なくとも昼
夜を検出する第一の検出装置と、車両の走行状態を検出する第二の検出装置と、昼夜に応
じたモ－ドの判定閾値及び各モ－ドの安全運転評価閾値を記憶する記憶装置と、第一の検
出装置による第一検出値と記憶装置に記憶されたモ－ド判定閾値とを比較しモ－ドのうち
一のモ－ドを選択するモ－ド判定装置と、選択されたモ－ドの安全運転評価閾値と第二の
検出装置による第二検出値を比較する比較装置と、比較装置の比較結果を記憶する第二の
記憶装置を備えることを特徴とする。
【０００６】
　また、本発明にかかる他の安全運転診断装置は、車両走行位置の周囲環境状態のうち少
なくとも晴雨を検出する第一の検出装置と、車両の走行状態を検出する第二の検出装置と
、晴雨に応じたモ－ドの判定閾値及び各モ－ドの安全運転評価閾値を記憶する記憶装置と
、第一の検出装置による第一検出値と記憶装置に記憶されたモ－ド判定閾値とを比較しモ
－ドのうち一のモ－ドを選択するモ－ド判定装置と、選択されたモ－ドの安全運転評価閾
値と第二の検出装置による第二検出値を比較する比較装置と、比較装置の比較結果を記憶
する第二の記憶装置を備えることを特徴とする。
【０００７】
　また、好ましくは第一の検出装置と第二の検出装置と記憶装置とモ－ド判定装置は車両
に搭載され、モ－ドの判定閾値または各モ－ドの安全運転評価閾値の少なくとも一部が、
無線通信を介して車両に搭載された記憶装置に記憶され、昼夜に応じたモ－ドの判定閾値
が、月単位で設定されまたは／及び地域に応じて設定されることを特徴とする。
　また、好ましくは第一の検出装置と第二の検出装置と記憶装置とモ－ド判定装置は車両
に搭載され、モ－ドの判定閾値または各モ－ドの安全運転評価閾値の少なくとも一部が、
無線通信を介して車両に搭載された記憶装置に記憶され、晴雨に応じたモ－ドの判定閾値
が、ワイパ－の稼働非稼働を基準信号として設定されることを特徴とする。
【０００８】
　また、好ましくは本発明の安全運転診断装置の第二の検出装置がＧＰＳ装置を備え、モ
－ドの判定閾値及び各モ－ドの安全運転評価閾値は少なくともその一部が、車両外部の情
報端末機からネットワ－ク及び無線通信を介して記憶装置に記憶され、第二の記憶装置が
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モ－ド判定装置によるモ－ドと比較装置による比較結果を記憶し車載されることを特徴と
する。
【０００９】
　また、好ましくは第二の記憶装置は車両から着脱可能であり、第二の記憶装置に記憶さ
れた第二記憶値の少なくとも一部を発信する通信機と、発信された第二記憶値を受信する
車外の受信装置とを備え、車外の受信装置の受信値を所定の安全運転診断テ－ブルと比較
し、車両走行条件に応じた安全運転評価を行うサ－バを備えることを特徴とする。
　また、好ましくは選択されたモ－ドの安全運転評価閾値と第二の検出装置による第二検
出値を比較した比較装置による比較結果にもとづき、車両乗務員に所定の警告を発する車
載された警告発報装置を備えることを特徴とする。
【００１０】
　また、本発明の安全運転診断システムは、車両走行位置の周囲環境状態のうち少なくと
も昼夜を検出する第一の検出装置と、車両の走行状態を検出する第二の検出装置と、昼夜
に応じたモ－ドの判定閾値及び各モ－ドの安全運転評価閾値を記憶する記憶装置と、第一
の検出装置による第一検出値と記憶装置に記憶されたモ－ド判定閾値とを比較しモ－ドの
うち一のモ－ドを選択するモ－ド判定装置と、選択されたモ－ドの安全運転評価閾値と第
二の検出装置による第二検出値を比較する比較装置と、比較装置の比較結果を記憶する第
二の記憶装置を備え、モ－ドの判定閾値または各モ－ドの安全運転評価閾値の少なくとも
一部がネットワ－クを介して入力設定される情報端末を備えることを特徴とする。
【００１１】
　また、本発明の他の安全運転診断システムは、車両走行位置の周囲環境状態のうち少な
くとも晴雨を検出する第一の検出装置と、車両の走行状態を検出する第二の検出装置と、
晴雨に応じたモ－ドの判定閾値及び各モ－ドの安全運転評価閾値を記憶する記憶装置と、
第一の検出装置による第一検出値と記憶装置に記憶されたモ－ド判定閾値とを比較しモ－
ドのうち一のモ－ドを選択するモ－ド判定装置と、選択されたモ－ドの安全運転評価閾値
と第二の検出装置による第二検出値を比較する比較装置と、比較装置の比較結果を記憶す
る第二の記憶装置を備え、モ－ドの判定閾値または各モ－ドの安全運転評価閾値の少なく
とも一部がネットワ－クを介して入力設定される情報端末を備えることを特徴とする。
【００１２】
　また、本発明の安全運転評価装置は、車両に搭載された車載器により収集された車両運
行情報に基づき、複数の安全運転評価項目に関してそれぞれの評価閾値に応じた安全運転
評価を行う安全運転評価装置であって、少なくとも昼間モードか夜間モードかを選択する
ための昼夜モード判定の閾値を記憶する昼夜モード判定閾値記憶手段と、車両運行情報の
うち昼夜モード判定に係わる情報から昼夜モード判定閾値記憶手段に記憶される閾値に基
づき昼夜モードを判定する昼夜モ－ド判定手段と、安全運転評価項目各々について選択さ
れた昼夜モードに応じた安全運転評価閾値を記憶する安全運転評価閾値記憶手段と、選択
された昼夜モードに応じた安全運転評価閾値と、車両運行情報及び／または複数の安全運
転評価項目に応じて車両運行情報を加工した車両運行加工情報とを、比較する比較手段と
、比較手段により比較した結果を記憶する比較結果記憶手段と、を備えることを特徴とす
る。
【００１３】
　また、本発明の他の安全運転評価装置は、車両に搭載された車載器により収集された車
両運行情報に基づき、複数の安全運転評価項目に関してそれぞれの評価閾値に応じた安全
運転評価を行う安全運転評価装置において、少なくとも晴天モードか雨天モードかを選択
するための晴雨モード判定の閾値を記憶する晴雨モード判定閾値記憶手段と、車両運行情
報のうち晴雨モード判定に係わる情報から、晴雨モード判定閾値記憶手段に記憶される閾
値に基づき晴雨モードを判定する晴雨モ－ド判定手段と、各安全運転評価項目について選
択された晴雨モードに応じた安全運転評価閾値を記憶する安全運転評価閾値記憶手段と、
選択された晴雨モードに応じた安全運転評価閾値と、車両運行情報及び／または複数の安
全運転評価項目に応じて車両運行情報を加工した車両運行加工情報とを、比較する比較手
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段と、比較手段により比較した結果を記憶する比較結果記憶手段と、を備えることを特徴
とする。
【００１４】
　また、好ましくは本発明の安全運転評価装置は、昼夜モード判定閾値記憶手段に記憶さ
れている昼夜モード判定の閾値が時刻情報であることを特徴とする。
　また、さらに好ましくは本発明の安全運転評価装置は、晴雨モード判定閾値記憶手段に
記憶されている晴雨モード判定の閾値がワイパー作動状態情報であることを特徴とする。
　また、さらに好ましくは判定閾値及び安全運転評価閾値は、少なくともその一部が情報
端末機からネットワーク及び／または通信端末を介して変更可能であることを特徴とする
。
【００１５】
　また、本発明の安全運転評価システムは、車両運行情報を、収集し、着脱可能な記憶媒
体に記憶し、または／及び無線通信端末介して送信する車載器と、車両運行情報を読み込
み、少なくとも前記車両運行情報のうち昼夜モード判定に係わる情報から、昼夜モード判
定閾値記憶手段に記憶される閾値に基づき昼夜モードを判定し選択し、各安全運転評価項
目について、選択された昼夜モードに応じた安全運転評価閾値と、車両運行情報及び／ま
たは複数の安全運転評価項目に応じて車両運行情報を加工した車両運行加工情報とを、比
較する解析装置とを備えることを特徴とする。
【００１６】
　　また、本発明の安全運転評価システムは、車両運行情報を収集し、着脱可能な記憶　
媒体に記憶しまたは／及び無線通信端末介して送信する車載器と、車両運行情報を読み　
込み、少なくとも車両運行情報のうち晴雨モード判定に係わる情報から、昼夜モード判　
定閾値記憶手段に記憶される閾値に基づき晴雨モードを判定し選択し、各安全運転評価　
項目について、選択された晴雨モードに応じた安全運転評価閾値と、車両運行情報及び　
／または複数の安全運転評価項目に応じて車両運行情報を加工した車両運行加工情報と　
を、比較する解析装置とを備えることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１７】
　走行環境に応じた、より適切で緻密な安全運転評価や運転指導が行え、特に危険性の高
い走行環境下では相応の厳格な安全運転評価と指導が可能となる。
　また、運行終了後の安全運転評価時には、上記走行環境に応じて、それが考慮加味され
た安全評価閾値により、重み付けされた評価が可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
（第一の実施形態）
　以下　本発明の第一の実施形態について、図面を参照しながら説明する。
図１に示す本発明の実施形態にかかる処理フロ－チャ－トにおいて、車両を管理するクラ
イアントたる運行管理者は、各管理事務所支部に設置されたインタ－ネットと接続された
パソコン等の情報端末機器を利用して、管理事務所本部のホストコンピュ－タに接続する
。
【００１９】
　そして、晴雨や昼夜等の走行環境を判断するモ－ド閾値や、モ－ドごとの安全運転評価
閾値（基準値）をＷｅｂ入力し設定することができる（ステップ１１）。これにより、車
両管理者は、遠隔地であっても端末から条件設定が可能となる。
　これらの入力デ－タは、いったん管理事務所本部のホストコンピュ－タに設定された後
、サ－バを介して無線パケット通信にてトラックへ送信される（ステップ１２）。トラッ
クには、無線通信装置が積載されており、これらの無線通信装置でパケット通信デ－タを
受信し、車載された安全運転診断システムに入力、設定される（ステップ１３）。
【００２０】
　このとき、走行中のトラックが受信した新たな安全運転評価閾値等のデ－タは、次回の
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運行時に有効となる。すなわち、現走行中の設定閾値は維持され現走行において適用され
るが、その運行が終了することで次回に始業する時に有効となる。
　一方、トラックにおいては走行中の走行環境である晴雨がワイパ－稼働の有無と稼働か
らの経過時間の検出（ステップ１４）により、また昼夜の判定は時刻デ－タの検出により
、それぞれ設定閾値と比較することで（ステップ１５）、モ－ド判定される。この実施形
態では、モ－ドは晴雨と昼夜の組み合わせで四モ－ドとしている。
【００２１】
　なお、安全運転評価項目と各項目の安全運転評価閾値、晴雨や昼夜等の走行環境を判断
するモ－ド閾値は、車両ごとに設定することも、複数の車両グル－プごとに設定すること
も、全管理車両一括で設定することも可能であり、例えば、沖縄地区を走行中のトラック
と北海道地区を走行中のトラックとで、昼夜モ－ド判定閾値の時刻を別個に設定すること
ができる。
【００２２】
　次に、判定されたモ－ドに対応するモ－ドごとに設定された、安全運転評価項目と各項
目の安全運転評価閾値が選択され（ステップ１６）、その設定閾値が呼び出される。この
閾値は、車載された速度計やタコメ－タ等の検出器による検出デ－タと比較されることで
、現走行が安全運転評価閾値の範囲内であるか範囲外であるか、すなわち設定内の安全運
転が行われているかどうか、が判断される（ステップ１７）。
【００２３】
　さらに、その比較判断結果が安全運転診断システムの記憶装置に記録され、安全運転評
価閾値の範囲外である場合には、予め決められたメッセ－ジが車両乗務員へアナウンスさ
れることで、車両乗務員の安全運転意識を啓蒙することができる（ステップ１７）。運行
が完了すると、車載器に搭載された記憶装置から記録デ－タが読み出され、このデ－タに
基づき安全運転レ－ダチャ－トや安全運転評価書が作成される（ステップ１８）。
【００２４】
　次に、本発明の一実施形態である車載器について詳細に説明する。図２に示す本発明の
実施形態にかかる車載器ブロック図において、クライアントの情報端末から設定された安
全運転評価項目、安全運転評価閾値や晴雨昼夜モ－ド判定閾値は、車載器２０の通信部２
１のアンテナ２２を介して無線受信される。
　通信部２１で受信されたデ－タは、受信後、モ－ドの判定閾値は第一記憶部２３へ、安
全運転評価項目や安全運転評価閾値は第二記憶部２４へ記憶される。
【００２５】
　第一記憶部２３に格納された走行環境のモ－ド判定閾値は、例えば晴雨判定基準や昼夜
判定基準であって、第一検出部２５のセンサ－２６で検出された検出値であるところの、
ワイパ－稼働有無や稼働時間、時刻デ－タ等と、比較部（１）２７にて比較処理されるこ
とで、四モ－ドの走行環境から一のモ－ドが、現在の走行環境として判断される。
　判断された走行環境モ－ドにより選択部２８にて、第二記憶部２４に格納された走行環
境モ－ドに応じた安全運転評価閾値を選択し、第二検出部２９に設けられた速度計等のセ
ンサ－２ａの検出値と、比較部（２）２ｂにて比較されることで、各安全運転項目につい
て５段階評価のどの段階かが判断される。
【００２６】
　比較部（２）２ｂでの判断で、安全運転評価閾値の範囲外であれば、第三記憶部２ｄに
その事実が記録されるとともに、警報発報部２ｃにて運転手等に段階に応じた音声警告が
なされることで、安全運転意識を再確認させるようになっている。ここで、各記憶部や各
比較部は説明のため独立させて記載しているが、単一のメモリ等の記憶装置で処理するよ
う設計してもよい。
【００２７】
　第三記憶部２ｄに格納されたデ－タは、運行完了後、通信部２１からアンテナ２２を介
して無線通信により管理事務所のサ－バにて受信し、デ－タ処理され、図６に示すような
安全運転診断がなされる。なお、走行環境を判断する際、ＧＰＳ２ｅやＥＴＣ２ｆのデ－
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タを判断材料に加味することで、高速道路走行や山岳走行等の走行道路環境を判断する一
助としてもよい。
【００２８】
　運行完了後、車載器からサ－バへのデ－タ転送方法については、上記のように無線通信
を用いてもよいし、好ましくは脱着可能な記憶媒体であるＨＤ、フラッシュメモリ－、Ｃ
Ｆカ－ド等を車載器に搭載し、それを運行完了後の事務所支部端末でデ－タを読み込み、
事務所本部のサ－バにＬＡＮ等を経由してアップロ－ドするようにしてもよい。これによ
り、運行完了後の管理事務所支部にその汎用メモリ－を読み込める端末を備えることで、
容易に対応できる。
【００２９】
　また、通信部２１は第三記憶部２ｄに記憶された車両走行や安全運転に関するデ－タを
、一定時間ごと、典型的には数分ごとにサ－バ側へ送信するようにすることで、管理事務
所側で車両トラックの安全運転走行を、遅滞なく把握し確認することが可能となる。
　また、サ－バは運送会社ごとに備えず、複数の運送会社の車両管理を一括で行えるよう
、管理本部に備えるようにしてもよい。これによって、より安価に複数の運送事業者の運
行管理が単一のシステムで効率的に行うことができる。
【００３０】
　図３は本発明のシステム概念を示している。管理対象であるトラック３０はＧＰＳ３５
の車載装置とともに車載器３１を搭載している。この車載器３１は、運送荷物の荷主やト
ラック管理者であるクライアントが端末３２よりインタ－ネット３３を経由して、管理事
務所のホストサ－バ３４にアクセスすることで、入力された安全運転評価閾値が送信され
記憶設定される。
【００３１】
　トラック３０は、ＧＰＳ３５により走行位置の確認が可能であり、地図情報と併せてＧ
ＰＳの表示装置にモニタ－される。一方、車載器３１に設定された判定閾値は、晴雨等の
走行環境ごとに複数モ－ドを有し、かつレベルごとに複数段階を有し、トラック３０に搭
載された速度計、加速度計、車間距離計、時刻、ワイパ－稼働の有無等の情報と比較する
ことで、走行時現在のトラック３０の走行状況、周囲環境状況について最適な選択判断を
して、運転指導に係わる音声警報を発する。
【００３２】
　ここで、ＧＰＳ装置（グロ－バルポジショニングシステム：Ｇｌｏｂａｌ Ｐｏｓｉｔ
ｉｏｎｉｎｇ　Ｓｙｓｔｅｍ）は、全地球測位システムのことであり、地球上の現在位置
について衛星を用いて調べることができる衛星測位システムで、衛星電波受信アンテナや
地図情報記憶装置、比較演算装置、表示装置等からなる。
　また、周囲環境状況は、図４の晴雨昼夜四モ－ド概念図に示すように、晴雨４０と昼夜
４１のモ－ドにより、晴れ－昼間４２、晴れ－夜間４４、雨天－昼間４３、雨天－夜間４
５の四モ－ドが用意されており、それぞれのモ－ドにおいて、速度や加速度等のトラック
の走行状態を判断する安全運転評価閾値が、段階別に個別に設定されている。
【００３３】
　すなわち、夜間４４、４５や雨天時４３、４５の運転では、より危険が伴うため、安全
サイドによった安全運転評価閾値を設定して、昼間４２、４３や晴天４２、４４よりも、
厳しい安全運転評価基準を閾値として、設定する。
　夜間運転かどうかは、図５に示す夜間運転定義登録により、クライアントの端末３２よ
り設定され、定義に基づいて車載器３１にて時刻デ－タと比較することで昼夜判断される
。
【００３４】
　図５の夜間運転定義登録５０において、各クライアントには管理対象トラックに対して
定義登録画面が用意されており、月ごと５２に夜間開始時刻５３と夜間終了時刻５４を入
力する。これにより、その管理対象トラックに対する夜間運転は、例えば１月であれば１
７時００分から６時００分までの間であると設定され、定義付けされることになる。
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　この定義デ－タは、クライアントの端末３２からインタ－ネット３３を経由して管理事
務所のホストサ－バ３４に設定入力された後、該当するトラック３０に送信され車載器３
１に設定される。
【００３５】
　図４に示す昼夜４１の状態、晴雨４０の状態の二因子は、周囲環境状態としての典型例
であるが、車両が走行している位置の周囲環境条件であって、気象条件や季節、時刻等、
高速道路か一般道路か、悪路か舗装道路か等の走行道路環境も判断対象として含むように
してモ－ドを増やしてもよい。
　また、このような周囲環境状態を検出できる第一の検出装置は、センサ－等であって、
晴雨４０の判断をするワイパ－稼働スイッチのＯＮ／ＯＦＦや、昼夜４１を判断する時計
と記憶された判断閾値と比較する比較部等を有することで、昼夜４１等の判断が可能とな
る。晴雨４０検出は雨滴センサ－等によっても可能であるし、昼夜４１検出はフォトダイ
オ－ドを用いたコンライト等によって、トラック走行環境の明暗を基準としてもよい。そ
の他にも、ＥＴＣ信号検出器や振動計、ＧＰＳデ－タなど、検出する周囲環境対象によっ
て適当なセンサ－等の検出手段を用いることができる。
【００３６】
　トラック３０に設定された走行環境モ－ド判断閾値と第一の検出手段によるセンサ－検
出値を比較することで、図４に示す四つのモ－ド４２、４３、４４、４５のどの状態かが
選別され、そのモ－ドに応じて、車載器３１に設定された安全運転評価閾値から、対応す
るモ－ド用の評価閾値が選択される。
　図６の安全運転レ－ダ－チャ－トに示すように、安全運転評価項目６２は、最高速度や
急発進、急加速などがあり、四つのモ－ド４２、４３、４４、４５ごとにクライアントの
端末３２にて設定され、管理事務所のホストサ－バ３４を介して車載器３１に通信され設
定される。
【００３７】
　図８に示すのは安全運転基準値８０であって、クライアントの情報端末により設定され
る安全運転評価閾値や項目である。ここでは、各項目８２ごとに一から五の段階でランク
分け８４され、安全運転評価閾値である基準値８３は日中晴天８５、日中雨天８６、夜間
晴天８７、夜間雨天８８に分けてランク８４に応じて段階ごとに設定される。さらに、各
ランク８４に点数８９と評価８ａ、コメント８ｂが設定でき、安全運転診断テ－ブルを形
成する基デ－タとなる。
【００３８】
　例えば、最高速度（一般）の項目において、日中晴天８５では５０ｋｍ／ｈで「安全運
転です」のコメント８ｂで評価８ａは「Ａ」、点数８９は「２０点」でランク８４は「３
」であるが、夜間雨天８８では４０ｋｍ／ｈで同じランク「３」となる。
　また、日中晴天８５であっても９０ｋｍ／ｈではランク８４は「５」となり、評価８ａ
は「Ｅ」で点数８９は「０点」となり、コメント８ｂは「スピ－ドが出過ぎて危険です」
となる。
【００３９】
　安全運転評価項目は、その閾値と検出された車両の走行状態と比較されるが、運転開始
からの高速道路での最高速度、一般道路での最高速度、高速道路での平均速度、一般道路
での平均速度、急発進や急加速の回数、急減速の回数、連続走行時間、一般道路での速度
オ－バ－時間、高速道路での速度オ－バ－時間、前方車間距離の異常警報発報回数等であ
って、車両の走行状態の安全運転を管理するための項目８２となるものが、適宜選択され
設定される。
【００４０】
　また、安全運転評価閾値は、図８に示すように最高速度（一般）、最高速度（高速）、
平均速度（一般）、平均速度（高速）、急発進急加速回数、急減速回数、連続走行時間、
速度オ－バ－時間、の安全運転管理項目に係わる車両の走行状態について各々、日中晴天
、日中雨天、夜間晴天、夜間雨天、の走行環境状態ごとに５段階評価で数値設定をするこ
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とができるように設計している。
【００４１】
　さらに、これらの安全運転評価するための項目８２は、クライアント側の入力用である
端末３２より適宜選択可能としている。すなわち、運転者やトラック３０の特性である車
両新旧・大型中型小型・走行地域・走行時間等に応じて、個別に安全運転評価項目を選択
することで、段階に応じたフレキシブルな評価とすることが可能となる。
　また、安全運転評価項目だけでなく、安全運転評価の基準値である判定閾値やモ－ド判
定閾値も所定の判定閾値として、車載器３１に予め設定または無線ＬＡＮ等の通信手段を
介して設定され、第一の検出装置や第二の検出装置により検出された値と比較される。こ
の判定閾値は、車両ごとあるいは車両運転者ごと、営業所や地域ごと等任意の単一または
複数車両単位で設定することが可能であるだけでなく、天候等の車両走行環境に応じて複
数のモ－ドが段階に応じて用意される。
【００４２】
　また、各段階に応じて安全運転評価がＡからＥまで割り振られ、評価ごとに与える評価
点数の設定が可能なようになっている。さらに、各段階に応じてコメントを入力すること
で、走行中に運転者への音声警告するコメント内容等を定義づけすることが可能となる。
　図８に示す例では、例えば一般道での最高速度については、日中晴天では８０ｋｍ／ｈ
以上で評価Ｅの安全運転評価は最低となり与えられる評価点は０点となる。この時のコメ
ントは、『スピ－ドが出過ぎて危険です』と定義されているので、日中晴天時に一般道で
８０ｋｍ／ｈ以上のスピ－ドを検出すると、このコメントが運転者に警報として発報され
る。
【００４３】
　一方、同じ評価Ｅで評価点０点であっても、日中雨天や夜間晴天では７０ｋｍ／ｈ以上
で該当するよう設定され、夜間雨天では６０ｋｍ／ｈ以上でこれに該当するように設定さ
れている。もちろん、この設定値は運転者ごとや車両ごとに設定できるようになっている
。
　この設定値は判定閾値として、クライアントの端末３２パソコンからホストサ－バ－３
４にインタ－ネット３３経由でアクセスすることで、遠方からでもＷｅｂ入力可能である
が、クライアント側の情報端末であるところの端末３２は、パソコン、サ－バ、ワ－クス
テ－ション、ハンディ－タ－ミナル、携帯電話、ノ－トパソコン等の電子演算装置であっ
て、昨今の技術進歩による高機能化において各情報端末機器間の垣根がなくなりつつある
ことから、所定の情報を入出力し送受信し、蓄積し記憶し、演算処理等できる情報端末機
器、またはその組み合わせであればよい。
【００４４】
　端末３２から入力された判定閾値は、パケット通信等によりホストサ－バ３４から走行
中のトラック３０へ送信される。各車両では受信装置を備える車載器３１にて、受信され
記憶装置に設定記憶されるとともに、走行中の速度計のデ－タや晴雨の走行環境デ－タな
ど時々刻々と変わる車両走行条件と車両走行環境条件をモニタ－しつつ、設定記憶された
閾値と比較判断されることで、運転状況を判別し、適切なコメントがリアルタイムに運転
手に与えられる。
【００４５】
　すなわち、一定の画一的条件によらず、晴雨や昼夜などの時々刻々と変化する環境条件
に応じて、最適な安全運転判定基準をフレキシブルに選択して、その判定基準において運
転手への警告が発せられることになる。
　ここで、用いられる車載器３１の受信装置はＰＨＳあるいは携帯電話を用いたパケット
通信を含む無線受信方式のほか、衛星信号受信装置等であってもよく、発信された情報を
電波や光信号、音信号等にて受け取ることができ受信可能な装置であればよい。
【００４６】
　また、晴雨判断はワイパ－の稼働有無により行われるが、本実施形態においては、晴天
判断はワイパ－スイッチＯＦＦ後５分後をもって『晴れ』とし、ワイパ－スイッチＯＮ後
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１分後をもって『雨』と判断設定することで良好な運用が行えた。
　この値は雨雲の移動と車両の移動速度について考慮して統計的、経験的に得られたもの
であるが、運転手や車両特性に応じて適宜設定することができる。
【００４７】
　また、昼夜の判断は、図５に示すように予めクライアント端末側にて月ごとに設定する
ことが可能である。夜間の開始時刻や夜間終了時刻は、季節によってまた、場所により月
ごとにも異なるため、月ごとの設定としている。
　この判断閾値も、クライアント端末で設定された後、インタ－ネット経由でホストサ－
バから走行車両に送信され、車両に搭載された時計のデ－タと比較することで、昼夜判別
され、それに基づいて、安全運転管理基準である安全運転診断閾値（最高速度など）が個
別に選択される。
【００４８】
　昼夜の判断はこのほか、光センサ－によるものや、ヘッドライトやポジショニングライ
トと連動する形式でもよく、この場合には、昼間でも薄暗い雲天等ではより安全運転意識
が厳しく要求される夜間モ－ドとして、判断した上で、夜間モ－ドの安全運転基準を適用
できるので好ましい。
　判定閾値や検出値は、記憶装置に格納され運行完了後に安全運転評価用に利用されるが
、
この記憶装置はＲＯＭ、ＤＶＤ－ＲＷ、ＣＤ－ＲＷ、ＭＯ、ＨＤその他フラッシュメモリ
－等必要情報を入力し保持でき、必要に応じて読み出しできる装置であればよい。また、
着脱可能であればユ－ティリティが高まるので好ましい。
【００４９】
　次に、車両走行完了後の安全運転評価について説明する。走行中に蓄積された車両走行
状態や車両走行環境のデ－タは、走行完了後、車両端末機から情報処理端末（サ－バ等）
に移され、図６のような安全運転レ－ダ－チャ－ト６２を作成する。この安全運転レ－ダ
チャ－ト６２では安全運転評価項目ごとにＡからＥの５段階評価で表され、その運転手の
一連の運転における、安全運転特性の過不足が一目瞭然に把握できるとともに、与えられ
た各評価点を加えた総合評価点によって、ＡからＥの総合評価６３が与えられ、安全運転
診断６１される。
【００５０】
　また、図７に示すように統計処理された各安全運転評価項目７２について、Ａ～Ｅの評
価７５と連動したコメント７６が与えられ、運転手の安全運転意識の向上と過去の運転の
反省を促し、自己の安全運転技術の長所と不足項目を認識し、改善に役立てることができ
る。
　例えば、図７の急減速回数７７の項目については、実測値７３として「１」回であり、
点数７４は「１００」点、評価７５は「Ａ」、コメント７６として「貴方のスム－ズな運
転は優秀です」が表示される。
【００５１】
　この実施形態のほか、車両の走行周囲環境の条件として、ＡＢＳ（アンチロックブレ－
キシステム）と連動して雪道や凍結路面を検出することで、雪道用や凍結路面用の安全運
転管理値を設定し、雪道用等アドバイスを発報指導してもよい。
　また、第二の検出装置には、車両の走行状態を検出するための手段であって、速度計、
加速度計、演算装置、記憶装置、車間距離計等が適宜用いられるが、走行状態の検出対象
に応じて、その他の適切なセンサ－等を使用してもよい。
【００５２】
　また、本発明にいうネットワ－クは典型的にはインタ－ネットによるグロ－バルネット
ワ－クをいうが、無線ＬＡＮや有線ＬＡＮなどのグル－プ会社間や事業所間で用いられる
ような、閉じたネットワ－クであってもよく、好ましくは、ＩＤやパスワ－ド等で管理さ
れ、特定の者にその利用やログインアクセスが制限されるネットワ－クであれば、機密管
理が行いやすくより安全である。
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【００５３】
　ネットワ－クを経由し遠隔地のＷｅｂ上から、安全運転評価閾値等を各車両ごとに設定
できることは、車両管理や安全運転評価診断を、車両を保有管理する運送事業者だけでな
く、例えば運送荷物の荷主自らが、きめ細かくより的確に管理する上でも好ましい。
　また、本発明にいう安全運転基準値とは、典型的には、最高速度（一般、高速）、平均
速度、急発進回数、急加速回数等の安全運転評価項目ごとに例えば５段階評価で点数付け
し、評価段階ごとに運転指標コメントとも関連づけられるものである。
【００５４】
　　この判断要素は様々な走行環境により各走行環境のモ－ドを有するが、特に昼夜、晴
雨の二因子からなる四パタ－ンのモ－ド（昼－晴、昼－雨、夜－晴れ、夜－雨）を備える
ことで、よりきめ細かな走行環境条件に応じた適切な評価が可能となり好ましい。
　また、季節に応じて月単位で設定される判定閾値とは、季節に応じて昼夜の長さや時間
が異なるので、より正確に昼夜判断したり重み付けをしたりするために、月単位で昼夜対
象時刻を設定するものである。
【００５５】
　また、地域に応じて設定される判定閾値とは緯度が異なる地域では昼夜の長さや時間等
が異なるため、より狭い営業所地域ごとや同緯度地域ごと等、一定の地域ごとに設定でき
ることが好ましい。
　また、無線通信にはＰＨＳ、携帯電話、衛星通信、トランシ－バ－等の移動中にも外部
と通信が可能なものが用いられる。
【００５６】
　また、ワイパ－の稼働非稼働を基準信号とする場合には、ワイパ－の稼働非稼働に即刻
追随するものであってもよく、あるいは、例えば、ワイパ－稼働や非稼働検出から一定時
間経過後にトリガ－を発するようにすることも可能である。
　例えば、図９に示す運行管理装置では、車両９１に運行管理システムの車載装置９２が
搭載され、管理事務所９３に配置された演算処理装置（サ－バ等）９４において、各車載
装置９２によって記録された運行管理デ－タが集計され、車両９１の管理や業務管理を行
うことができる。
【００５７】
　車載装置９２は車両９１の車速やエンジン回転数、方位等の車両状態信号を検出するセ
ンサ９５と乗務員９６によって作業内容を入力する入力端末９７と、それらの各種デ－タ
を記録する記憶媒体９８を有する。演算処理装置９４では、記憶媒体９８から読み出した
運行管理デ－タが分析され、出力される。
　出力されたデ－タは、近年の地球環境保護や燃料経費節減の意識の高まりから、乗務員
９６へ経済的運転を実施させるため、また安全運転推進の一環としても、運行状況の適正
管理をすべく、運転履歴として活用できる。
【００５８】
　さらには、車載装置９２に設けられた警告装置にて、乗務員９６の危険運転や非経済運
転に対して、警告を発することも行え、例えば、エンジン回転数や車両加速度に対して所
定の閾値を設定したり、急ハンドル等を検出したりすることで、所定の閾値を超えると警
告を発報するように設定する。
　また、高速道路走行においては一般道路走行に比べより高速で運転されることから、適
正な運転に対する条件が異なるので、乗務員９６による入力やＧＰＳ位置デ－タ等により
高速道路走行を認識した上で、高速道路モ－ド用に設定された評価閾値にて判定した、警
告を発報するように設計する。
(第二の実施形態)
　本発明の第二の実施形態について、図３を参照しながら説明する。
車両(トラック)３０は、車載器３１とＧＰＳ３５と通信可能な無線通信端末を備える。
【００５９】
　この車載器３１は、着脱可能な記憶媒体を備えており車両運行に関する車両運行情報(
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時刻情報、ワイパー作動状態情報、一般道／高速道情報、実車／空車情報、車速情報、位
置情報、急発進・急加速情報、急減速情報、速度オーバー情報、車間距離異常情報)を収
集し、時系列に記憶媒体へ記憶させる。また、一部の車両運行情報は、無線通信端末を介
してサーバ３４との間で送受信できる構成とする。
【００６０】
　一方、車両(トラック)３０の管理会社である運送会社の事務所端末３２は、運行終了後
、車載器３１より取り出された記憶媒体から記憶媒体読み取り装置を介して、記憶された
車両運行情報を読み出し、インターネット３３を介してサーバ３４へ車両運行情報をアッ
プロードする。
　サーバ３４は、事務所端末３２又は車両(トラック)３０の無線通信端末より送信された
車両運行情報を解析するための閾値が設定され、この閾値を基準として安全運転評価を行
う。
【００６１】
　また、サーバ３４の閾値は、インターネット３３を介して事務所端末３２より設定を変
更することが可能である。サーバ３４で解析した安全運転評価結果である安全運転レーダ
チャートなどは、インターネット３３を介して事務所端末３２へダウンロードすることが
できる。
　また、事務所端末３２はパソコンなどの情報端末であり、事務所に備え付けているもの
に限らず、持ち運び可能であるノートパソコンなどでもよい。
【００６２】
　次に、第二の実施形態にかかる車載器３１について詳細に説明する。
図１０に示す第二の実施形態にかかる車載器ブロック図において、車両の速度を検出する
車速検出手段１０４、ワイパーの作動・非作動を検出するワイパー作動状態検出手段１０
５、車間距離の異常を検出する車間距離検出手段１０６などの各検出手段、ＧＰＳの位置
情報を受信する位置情報受信手段１０７、外部装置との情報の送受信を行う無線通信手段
１０８がそれぞれＣＰＵ１０１に接続される。
【００６３】
　また、車載器１００は車両の走行が一般道か高速道であるかを切替えるための一般道／
高速道切替えＳＷ１０３、記憶媒体１０９へ終業処理を行うための終業ボタン１０２を備
え、ＣＰＵ１０１に接続される。また、ＣＰＵ１０１は図示しない計時手段を備える。
　このような構成とすることで、ＣＰＵ１０１によって車両の運行状態に関する車両運行
情報(時刻情報、ワイパー作動状態情報、一般道／高速道情報、実車／空車情報、車速情
報、位置情報、急発進・急加速情報、急減速情報、車間距離異常情報、速度オーバー情報
)が収集される。
【００６４】
　ＣＰＵ１０１は、収集した車両運行情報を記録媒体１０９へ書き込み、また無線通信手
段１０８を介して外部のサーバなどに送信する。また、ＣＰＵ１０１は無線通信手段１０
８を介してサーバ等と情報の送受信や、記憶媒体１０９へ始業処理、終業処理を行う。
　また、ＣＰＵ１０１による記憶媒体１０９への記憶処理は以下のようになる。
ＣＰＵ１０１は、ワイパーが作動状態であると判断するためのワイパー作動状態判断時間
(例えば１分)と、ワイパーが非作動であると判断するためのワイパー非作動状態判断時間
(例えば３分)とを記憶し、ワイパ－作動状態検出手段１０５によりワイパー作動スイッチ
がＯＮからＯＦＦ、ＯＦＦからＯＮへとそれぞれ変化を検出した場合、変化が生じてから
の時間を計測し、計測した時間がワイパー作動、非作動状態の、それぞれの記憶した判断
時間を上回ったか否かを判断する。
【００６５】
　判断時間を上回っている場合は、ワイパーが作動状態から非作動状態もしくは非作動状
態から作動状態へ切替わったと判断する。この記憶された判断時間を設けることにより、
一時的にワイパー作動、非作動状態への切替えが行われた場合においても、誤った晴雨判
定をすることなく、判定の信頼性を高めることができる。
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　また、ＣＰＵ１０１は急発進・急加速であることを検出するための急発進・急加速閾値
として、例えば「３．５m／ｓ2」を記憶しており、車速検出手段１０４による車速情報や
計時手段による時刻情報や走行距離などから求められる加速度が急発進、急加速閾値を上
回った場合には、急発進・急加速であると判断して急発進・急加速情報を記憶媒体１０９
に記憶する。
【００６６】
　また、ＣＰＵ１０１は、急減速であることを検出するための急減速閾値として、例えば
「４．０m／ｓ2」記憶しており、車速検出手段１０４による車速情報や計時手段による時
刻情報や走行距離などから求められる減速度が急減速閾値以上となった場合には、急減速
であると判断して、急減速情報を記憶媒体１０９に記憶する。
　また、ＣＰＵ１０１は、車間距離異常であることを検出するための車間距離異常閾値と
して、例えば、「車速が７０kｍ／ｈ 以上時かつ車間距離が７０ｍ以内」との車速の関数
としての閾値を記憶しており、車速検出手段１０４からの検出車速をもとにその車速にお
ける検出した車間距離が車間距離異常閾値を超えた場合、車間距離異常と判断して記憶媒
体１０９に記憶する。
【００６７】
　また、ＣＰＵ１０１は、速度オーバーであることを検出するための速度オーバー閾値と
して例えば、「車速が一般道６０kｍ／ｈ、高速道８０ｋｍ／ｈ」を記憶しており、車速
検出手段１０４による検出した車速が速度オーバー閾値以上となった場合、速度オーバー
と判断して記憶媒体１０９に記憶する。
　また、ＣＰＵ１０１に記憶されている、ワイパー作動状態判断時間、ワイパー非作動状
態判断時間、急発進・急加速閾値、急減速閾値、車間距離異常閾値、速度オーバー閾値は
、車載器１００内に閾値変更手段を備えることにより、車載器１００からまたは外部の情
報端末より閾値を変更可能な構成にすることができる。
【００６８】
　また、閾値の設定変更が可能な時期としては、走行中に設定変更可能な構成としてもよ
いが、好ましくは次回の運行、すなわち次の最新の始業処理が行われた後から新しい閾値
が有効になるように設定される構成とする。
　さらに、車載器１００に音声ガイド手段を備えることで、ワイパー作動状態判断時間、
ワイパー非作動状態判断時間、急発進・急加速閾値、急減速閾値、車間距離異常閾値、速
度オーバー閾値の少なくとも１つの閾値を上回った場合には、この音声ガイド手段により
運転室内に音声ガイドを行うようにしてもよい。
【００６９】
　なお、運行終了後、車載器１００からのサーバへのデータ転送方法は、上述のように着
脱可能な記憶媒体１０９であるところのＨＤ、フラッシュメモリー、ＣＦカードなどから
情報を読み取り、事務所端末などを介してインターネットでサーバにアップロードするよ
うにしてもよいし、車両にＰＨＳ、携帯電話、衛星通信等の移動中でも外部と通信可能な
無線通信手段を備えることにより、走行中の無線通信によるサ－バへのデータ送信が行え
る構成としてもよい。
【００７０】
　次に、図１１に示す第二の実施形態にかかるサ－バブロック図において、安全運転評価
装置の詳細を説明する。解析手段１１８には、通信手段１１０を介して受信される事務所
端末からサ－バへアップロードされた車両運行情報(時刻情報、ワイパー作動状態情報、
一般道／高速道情報、実車／空車情報、車速情報、位置情報、急発進・急加速情報、急減
速情報、速度オーバー情報、車間距離異常情報)が入力される。
【００７１】
　モード判定閾値記憶手段１１５は、各モード(昼間－晴天モード、昼間－雨天モード、
夜間－晴天モード、夜間－雨天モード)を選択するためモード判定閾値を記憶する。また
、モード判定手段１１１は、モード判定閾値記憶手段１１５に記憶するモード判定閾値を
読み出し、各モ－ドについて図１３のように車両運行情報を比較、加工し車両運行加工情



(16) JP 2008-97376 A 2008.4.24

10

20

30

40

50

報とする。
【００７２】
　安全運転評価閾値記憶手段１１６は、各安全運転評価項目について、選択された各モー
ドに応じた各モ－ドの安全運転評価閾値を記憶する。比較手段１１２は、選択された各モ
－ドに対応した安全運転評価閾値と、車両運行情報及び／または安全運転評価項目に応じ
て、車両運行情報を加工した車両運行加工情報とを比較する。
閾値設定手段１１７は、モード判定閾値記憶手段１１５及び安全運転評価閾値記憶手段１
１６に記憶されているモード判定閾値や、安全運転評価閾値を設定し、または設定を変更
する。
【００７３】
　モード判定閾値は、本実施形態における昼夜を判定するための時刻情報、晴雨を判定す
るためのワイパー作動状態情報からなる。しかし、これに限らず、昼夜を判定するための
光センサ情報やヘッドランプ点灯情報等、また晴雨を判定するための雨滴センサ情報など
、昼夜や晴雨を判定できる情報であればよい。
　また、安全運転評価項目は、本実施形態では一般道での最高速度、高速道での最高速度
、一般道での平均速度、高速道での平均速度、一時間あたりの急発進急加速回数、一時間
あたりの急減速回数、連続走行時間、一般道での一時間あたりの速度オーバー時間割合、
高速道での一時間あたりの速度オーバー時間割合、車間距離異常回数、その他の総合評価
であるが、これに限られることはない。
【００７４】
　なお、この実施形態では安全運転評価装置として図３のサーバ３４を用いるが、これに
限らず、事務所端末３２や車載器３１などの演算処理装置を用いることができる。この場
合、事務所端末３２は、通信手段１１０の他に読み取り装置を備えることで、記憶媒体に
記憶されている車両運行情報や安全運転評価結果を読み取り可能となる。
　図１２に示す本発明の第二の実施形態にかかる処理フローチャートにおいて、車載器１
００は、イグニッションＯＮにより初期設定を開始する。この初期設定では、外部検出器
との通信状態のチェックなどが行われる(ステップ１２０)。
次に、車載器１００に記憶媒体１０９であるメモリ－カ－ド等のカ－ドが挿入されている
かどうかを判断する(ステップ１２１)。カ－ドの挿入がされていない場合、ステップ１２
１を繰り返し、カ－ドの挿入がされている場合はステップ１２２へと進む。
【００７５】
　ステップ１２２において、車載器１００は、記憶媒体１０９に始業処理を行う。この始
業処理により、記憶媒体１０９に車両の特有の識別情報などが書き込まれる。
始業処理後、記憶媒体１０９へ時刻情報、ワイパー作動状態情報、一般道／高速道情報、
実車／空車情報、車速情報、位置情報、急発進・急加速情報、急減速情報、連続走行時間
、速度オーバー情報、車間距離異常情報などが収集され０．５秒毎の必要に応じた車両運
行情報が時系列に書き込まれる(ステップ１２３)。
【００７６】
　次に終業ボタン１０２が押下されたか否かを判定する(ステップ１２４)。終業ボタン１
０２が押下されていないと判定した場合は、ステップ１２３を繰り返す。終業ボタンが押
下されていると判定した場合は、ステップ１２５へ進み、記憶媒体１０９へ終業処理を行
う。
　そして、車両の運行終了後に終業処理された記憶媒体１０９は、車載器１００より取り
外され事務所端末３２に接続される。事務所端末３２は、記憶媒体１０９から記憶媒体読
み取り装置を介して車両運行情報を読み取り、インターネット３３を介して安全運転評価
装置であるサーバ３４に車両運行情報をアップロードする。
【００７７】
 次に、サーバ３４において行われる車両運行情報の加工にかかる解析処理を、図１３に
示す第二の実施形態にかかるサ－バ処理フロ－図を用いて以下に説明する。
通信手段１１０を介してサ－バ３４へアップロードされた車両運行情報は、モード判定手
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段１１１に送られる(ステップ１３０)。
　次に、各モード(昼間・晴天モード、昼間・雨天モード、夜間・晴天モード、夜間・雨
天モード)の車両運行情報を安全運転評価閾値に対応する情報に加工する。そして、時刻
情報、ワイパー作動状態情報、車速情報、一般道／高速道情報より各モードにおける一般
道の最高速度を解析する(ステップ１３１a)。
【００７８】
　また、時刻情報、ワイパー作動状態情報、車速情報、一般道／高速道情報より各モード
における時刻情報、ワイパー作動状態情報、高速道の最高速度を解析する(ステップ１３
１b)。
また、時刻情報、ワイパー作動状態情報、車速情報、一般道／高速道情報より各モードに
おける一般道の平均速度を解析する(ステップ１３１c)。
【００７９】
　また、時刻情報、ワイパー作動状態情報、車速情報、一般道／高速道情報より各モード
における高速道の平均速度を解析する(ステップ１３１d)。
時刻情報、ワイパー作動状態情報、速度オーバー情報、一般道／高速道情報より各モード
における一般道の速度オーバー時間割合を解析する(ステップ１３１e)。
　また、時刻情報、ワイパー作動状態情報、速度オーバー情報、一般道／高速道情報より
各モードにおける高速道の速度オーバー時間割合を解析する(ステップ１３１ｆ)。
時刻情報、ワイパー作動状態情報、車速情報より各モードにおける連続走行時間を解析す
る(ステップ１３１ｇ)。
【００８０】
　また、時刻情報、ワイパー作動状態情報、急減速回数情報より各モードにおける一時間
当りの平均急減速回数を解析する(ステップ１３１h)。
時刻情報、ワイパー作動状態情報、急発進・急加速回数情報より各モードにおける一時間
当りの平均急発進・急加速回数を解析する(ステップ１３１i)。
　また、時刻情報、ワイパー作動状態情報、車間距離異常閾値より各モードにおける車間
距離異常回数を解析する(ステップ１３１j)。
ステップ１３１a～ステップ１３１jで解析された結果より総合評価を解析する(ステップ
１３２)。
【００８１】
　ここで、連続走行時間とは、時系列的に連続して車速が０でない時間の中で最長の時間
のことであるが、時系列的に連続した車速が０の時間が規定期間(例えば５分)未満であれ
ば、走行とみなし、連続走行時間にカウントする。これにより、信号待ちや渋滞などの一
時的な停止を走行とみなすことができる。
　また、総合評価とは、ステップ１３１a～１３１jで５段階評価した結果から総合的に評
価を行うものである。評価方法として、例えば、図７の点数７４や評価７５などを用いて
評価する。
【００８２】
　なお、上記の車両運行情報の加工は、安全運転評価閾値記憶手段１１６に格納されてい
る安全評価閾値と比較するために行うが、車載器１００で収集された車両運行情報を事務
所端末３２などで事前に安全評価閾値と比較可能な情報として、例えば一般道での最高速
、平均速度などに加工すれば、モード判定手段１１１は、その加工された情報についての
モード判定のみを行えばよい。
【００８３】
　次にステップ１３１a～１３２で解析された各モード(昼間・晴天モード、昼間・雨天モ
ード、夜間・晴天モード、夜間・雨天モード)の車両運行加工情報と安全運転評価閾値記
憶手段１１６に格納されている安全運転評価閾値(一般道最高速度閾値、高速道最高速度
閾値、一般道平均速度閾値、高速道平均速度閾値、急発進・急加速回数閾値、急減速回数
閾値、連続走行時間閾値、一般道速度オーバー時間割合閾値、高速道速度オーバー時間割
合閾値、車間距離異常回数閾値、総合評価閾値)を比較し、以下に説明するように５段階
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評価を行う。
【００８４】
　すなわち、モ－ド判定手段１１１で加工された車両運行加工情報は、比較手段１１２に
送られる。そして、図１４に示す比較手段１１２の評価フロ－図において、各モードの一
般道の最高速度が５段階のどの段階に属するかを比較し、判定する(ステップ１４０a)。
各モードの高速道の最高速度が５段階のどの段階に属するかを比較し、判定する(ステッ
プ１４０b)。
各モードの一般道の平均速度が５段階のどの段階に属するかを比較し、判定する(ステッ
プ１４０c)。
各モードの高速道の平均速度が５段階のどの段階に属するかを比較し、判定する(ステッ
プ１４０d)。
【００８５】
　各モードの一般道の速度オーバー時間割合が５段階のどの段階に属するかを比較し、判
定する(ステップ１４０e)。各モードの高速道の速度オーバー時間割合が５段階のどの段
階に属するかを比較し、判定する(ステップ１４０f)。各モードにおける連続走行時間が
５段階のどの段階に属するかを比較し、判定する(ステップ１４０ｇ)。
　各モードにおける一時間当りの平均急減速回数が５段階のどの段階に属するかを比較し
、判定する(ステップ１４０ｈ)。各モードにおける一時間当りの平均急発進・急加速回数
が５段階のどの段階に属するかを比較し、判定する(ステップ１４０ｉ)。各モードにおけ
る車間距離異常回数が５段階のどの段階に属するかを比較し、判定する(ステップ１４０
ｊ)。
【００８６】
　各モードにおける総合評価閾値が５段階のどの段階に属するかを比較し、判定する(ス
テップ１４０k)。比較結果記憶手段１１３は、ステップ１３１a～１３２、ステップ１４
１a～１４１kで比較された情報などを記憶する。
　以上の比較結果と安全運転評価項目、安全運転評価閾値や晴雨昼夜モード判定閾値から
比較し、判定された情報は、比較結果記憶手段１１３に記憶される。そして、作成部１１
４により図６、図７に示す安全運転評価レーダチャートなどが作成され、さらに通信手段
１１０を介して事務所端末３２へのダウンロードが可能となる。
【００８７】
　なお、比較手段１１２でステップ１４０ａ～１４０ｋと安全運転評価レーダチャートな
どの作成をし、比較結果記憶手段１１３に、事務所端末３２へダウンロード可能な安全運
転評価レーダチャートなどの情報を記憶させるようにしてもよい。
　図１５に示す本発明の第二の実施形態にかかる閾値設定フローチャートにおいて、車両
を管理する管理者は、事務所に設置されたインターネット３３と接続された事務所端末３
２を利用して、サーバ３４へアクセスすることでサーバ３４に設定されているモード判定
閾値や安全運転評価閾値を変更することができる。
【００８８】
　以下に、サーバ３４での閾値の変更について図１５に従って説明する。
まず、閾値を変更する情報があるか否かを判断する(ステップ１５０)。閾値を変更する情
報があると判断された場合はステップ１５１へ進み、判断されなかった場合は、ステップ
１５０を繰り返す。ステップ１５１では、閾値を変更する情報がモード判定閾値であるか
どうかを判定する。
【００８９】
　閾値を変更する情報がモード判定閾値であると判定された場合はステップ１５３へ、閾
値を変更する情報がモード判定閾値であると判定されなかった場合はステップ１５２へ進
む。ステップ１５２では、モード判定閾値の変更情報があった場合、モード判定閾値記憶
手段１１５に記憶されているモード判定閾値(昼夜判定閾値、晴雨判定閾値のうち変更要
求のあった閾値)の設定を変更する(ステップ１５３)。
【００９０】
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　ステップ１５２で安全運転評価閾値の変更情報がない場合は、エンドに進む。ステップ
１５２で安全運転評価閾値の変更情報があった場合、安全運転評価閾値記憶手段１１６に
記憶されている安全運転評価閾値(一般道での最高速度、高速道での最高速度、一般道で
の平均速度、高速道での平均速度、一時間あたりの急発進・急加速回数、一時間あたりの
急減速回数、連続走行時間、一般道での一時間あたりの速度オーバー時間割合、高速道で
の一時間あたりの速度オーバー時間割合、車間距離異常回数、総合評価のうち変更要求の
あった閾値)の設定を変更する(ステップ１５４)。
【００９１】
　また、車両の走行周囲環境状況は、図４に晴雨昼夜四モ－ド概念図として示すように、
晴雨４０と昼夜４１のモ－ドにより、晴天－昼間４２、晴天－夜間４４、雨天－昼間４３
、雨天－夜間４５の四モ－ドが用意されており、それぞれのモ－ドにおいて、速度や加速
度等の車両の走行状態を判断する安全運転評価閾値が、段階別に個別に設定されている。
　すなわち、夜間４４、４５や雨天時４３、４５の運転では、より危険が伴うため、安全
サイドによった安全運転評価閾値を設定して、昼間４２、４３や晴天４２、４４よりも、
厳しい安全運転評価基準を閾値として、設定する。
【００９２】
　夜間運転かどうかは、図５に示す夜間運転定義登録により、事務所情報端末３２より設
定され、定義に基づいて車両運行情報の時刻情報と比較することで昼夜判断される。
　図５の夜間運転定義登録５０において、車両を管理する会社には管理対象車両に対して
定義登録画面が用意されており、月ごと５２に夜間開始時刻５３と夜間終了時刻５４を入
力する。これにより、その管理対象車両に対する夜間運転は、例えば１月であれば１７時
００分から６時００分までの間であると設定され、定義付けされることになる。
【００９３】
　この定義デ－タは、事務所端末３２からインタ－ネット３３を経由してサ－バ３４に設
定される。図４に示す昼夜４１の状態、晴雨４０の状態の二因子は、周囲環境状態として
の典型例であるが、車両が走行している位置の周囲環境条件であって、気象条件や季節、
時刻等、高速道路か一般道路か、悪路か舗装道路か等の走行道路環境も判断対象として含
むようにしてモ－ドを増やしてもよい。
【００９４】
　図６の安全運転レ－ダ－チャ－トに示すように、安全運転評価項目６２は、最高速度や
急発進、急加速などがあり、四つのモ－ド４２、４３、４４、４５ごとに事務所端末３２
にて設定され、サ－バ３４に通信され設定される。
　図８に示すのは安全運転基準値８０であって、クライアントの情報端末により設定され
る安全運転評価閾値や項目である。ここでは、各項目８２ごとに一から五の段階でランク
分け８４され、安全運転評価閾値である基準値８３は晴天－昼間８５、晴天－雨天８６、
夜間－晴天８７、夜間－雨天８８に分けてランク８４に応じて段階ごとに設定される。さ
らに、各ランク８４に点数８９と評価８ａ、コメント８ｂが設定でき、安全運転診断テ－
ブルを形成する基デ－タとなる。
【００９５】
　例えば、最高速度（一般）の項目において、日中晴天８５では５０ｋｍ／ｈで「安全運
転です」のコメント８ｂで評価８ａは「Ａ」、点数８９は「２０点」でランク８４は「３
」であるが、夜間雨天８８では４０ｋｍ／ｈで同じランク「３」となる。
　また、日中晴天８５であっても９０ｋｍ／ｈではランク８４は「５」となり、評価８ａ
は「Ｅ」で点数８９は「０点」となり、コメント８ｂは「スピ－ドが出過ぎて危険です」
となる。
【００９６】
　安全運転評価項目は、その閾値と検出された車両の走行状態と比較されるが、運転開始
からの高速道路での最高速度、一般道路での最高速度、高速道路での平均速度、一般道路
での平均速度、急発進や急加速の回数、急減速の回数、連続走行時間、一般道路での速度
オ－バ－時間、高速道路での速度オ－バ－時間、前方車間距離の異常警報発報回数等であ
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って、車両の走行状態の安全運転を管理するための項目８２となるものが、適宜選択され
設定される。
【００９７】
　また、安全運転評価閾値は、図８に示すように最高速度（一般）、最高速度（高速）、
平均速度（一般）、平均速度（高速）、急発進急加速回数、急減速回数、連続走行時間、
速度オ－バ－時間、の安全運転管理項目に係わる車両の走行状態について各々、日中晴天
、日中雨天、夜間晴天、夜間雨天、の走行環境状態ごとに５段階評価で数値設定をするこ
とができるように設計している。
【００９８】
　さらに、これらの安全運転評価するための項目８２は、事務所端末３２より適宜選択可
能としている。すなわち、運転者やトラック３０の特性である車両型式・大型中型小型・
走行地域・走行時間等に応じて、個別に安全運転評価項目を選択することで、段階に応じ
たフレキシブルな評価とすることが可能となる。
　また、安全運転評価項目だけでなく、安全運転評価の基準値である判定閾値やモ－ド判
定閾値も所定の判定閾値として、サ－バ３４に予め設定または無線ＬＡＮ等の通信手段を
介して設定される。この判定閾値は、車両ごとあるいは運転者ごと、営業所や地域ごと等
任意の単一または複数車両単位で設定することが可能であるだけでなく、天候等の車両走
行環境に応じて複数のモ－ドが段階に応じて用意される。
【００９９】
　また、各段階に応じて安全運転評価がＡからＥまで割り振られ、評価ごとに与える評価
点数の設定が可能なようになっている。さらに、各段階に応じてコメントを入力すること
で、図７のコメント７６に表示される。
　一方、同じ評価Ｅで評価点０点であっても、日中雨天や夜間晴天では７０ｋｍ／ｈ以上
で該当するよう設定され、夜間雨天では６０ｋｍ／ｈ以上でこれに該当するように設定さ
れている。もちろん、この設定値は運転手ごとや車両ごとに設定できるようになっている
。
【０１００】
　この設定値は判定閾値として、事務所端末３２パソコンからサ－バ－３４にインタ－ネ
ット３３経由でアクセスすることで、遠方からでもＷｅｂ入力可能であるが、車両の管理
会社の事務所端末３２は、パソコン、サ－バ、ワ－クステ－ション、ハンディ－タ－ミナ
ル、携帯電話、ノ－トパソコン等の電子演算装置であって、昨今の技術進歩による高機能
化において各情報端末機器間の垣根がなくなりつつあることから、所定の情報を入出力し
送受信し、蓄積し記憶し、演算処理等できる情報端末機器、またはその組み合わせであれ
ばよい。
【０１０１】
　また、晴雨判断はワイパ－の作動有無により行われるが、本実施形態においては、晴天
判断はワイパ－スイッチＯＦＦ後５分後をもって『晴れ』とし、ワイパ－スイッチＯＮ後
１分後をもって『雨』と判断設定することで良好な運用が行えた。
　この値は雨雲の移動と車両の移動速度について考慮して統計的、経験的に得られたもの
であるが、運転手や車両特性に応じて適宜設定することができる。
【０１０２】
　また、昼夜の判断は、図５に示すように予め端末３２側にて月ごとに設定することが可
能である。夜間の開始時刻や夜間終了時刻は、季節によってまた、場所により月ごとにも
異なるため、月ごとの設定としている。
　この判断閾値も、クライアント端末で設定された後、インタ－ネット経由でサ－バ３４
から走行車両に送信され、設定される。
【０１０３】
　昼夜の判断はこのほか、光センサ－によるものや、ヘッドライトやポジショニングライ
トと連動する形式でもよく、この場合には、昼間でも薄暗い雲天等ではより安全運転意識
が厳しく要求される夜間モ－ドとして、判断した上で、夜間モ－ドの安全運転基準を適用
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できるので好ましい。
　次に、車両走行完了後の安全運転評価について説明する。図６に示すように車両運行情
報により得られた安全運転レ－ダチャ－ト６２では安全運転評価項目ごとにＡからＥの５
段階評価で表され、その運転手の一連の運転における、安全運転特性の過不足が一目瞭然
に把握できるとともに、与えられた各評価点を加えた総合評価点によって、ＡからＥの総
合評価６３が与えられ、安全運転診断６１される。
【０１０４】
　また、図７に示すように統計処理された各安全運転評価項目７２について、Ａ～Ｅの評
価７５と連動したコメント７６が与えられ、運転手の安全運転意識の向上と過去の運転の
反省を促し、自己の安全運転技術の長所と短所項目を認識し、改善に役立てることができ
る。
　例えば、図７の急減速回数７７の項目については、実測値７３として「１」回であり、
点数７４は「１００」点、評価７５は「Ａ」、コメント７６として「貴方のスム－ズな運
転は優秀です」が表示される。
【０１０５】
　この実施形態のほか、車両の走行周囲環境の条件として、ＡＢＳ（アンチロックブレ－
キシステム）と連動して雪道や凍結路面を検出することで、雪道用や凍結路面用の安全運
転管理値を設定し、雪道用等アドバイスを発報指導してもよい。
　また、本発明にいうネットワ－クは典型的にはインタ－ネットによるグロ－バルネット
ワ－クをいうが、無線ＬＡＮや有線ＬＡＮなどのグル－プ会社間や事業所間で用いられる
ような、閉じたネットワ－クであってもよく、好ましくは、ＩＤやパスワ－ド等で管理さ
れ、特定の者にその利用やログインアクセスが制限されるネットワ－クであれば、機密管
理が行いやすくより安全である。
【０１０６】
　ネットワ－クを経由し遠隔地のＷｅｂ上から、安全運転評価閾値等を各車両ごとに設定
できることは、車両管理や安全運転評価診断を、車両を保有管理する運送事業者だけでな
く、例えば運送荷物の荷主自らが、きめ細かくより的確に管理する上でも好ましい。
　また、本発明にいう安全運転基準値とは、典型的には、最高速度（一般、高速）、平均
速度、急発進回数、急加速回数等の安全運転評価項目ごとに例えば５段階評価で点数付け
し、評価段階ごとに運転指標コメントとも関連づけられるものである。
【０１０７】
　　この判断要素は様々な走行環境により各走行環境のモ－ドを有するが、特に昼夜、晴
雨の二因子からなる四パタ－ンのモ－ド（昼－晴、昼－雨、夜－晴れ、夜－雨）を備える
ことで、よりきめ細かな走行環境条件に応じた適切な評価が可能となり好ましい。
　また、季節に応じて月単位で設定される判定閾値とは、季節に応じて昼夜の長さや時間
が異なるので、より正確に昼夜判断したり重み付けをしたりするために、月単位で昼夜対
象時刻を設定するものである。
【０１０８】
　また、地域に応じて設定される判定閾値とは緯度・経度が異なる地域では昼夜の長さや
時間等が異なるため、より狭い営業所地域ごとや同緯度・経度地域ごと等、一定の地域ご
とに設定できることが好ましい。
　また、無線通信にはＰＨＳ、携帯電話、衛星通信、トランシ－バ－等の移動中にも外部
と通信が可能なものが用いられる。
【０１０９】
　また、ワイパ－の作動非作動を基準信号とする場合には、ワイパ－の作動非作動に即刻
追随するものであってもよく、あるいは、例えば、ワイパ－作動や非作動検出から一定時
間経過後にトリガ－を発するようにすることも可能である。
　また、第二の実施形態にかかる安全運転評価装置は、サ－バに限らずパソコンや車載器
にも適用可能である。また、安全運転評価の結果は、図６や図７中において示す安全運転
レ－ダ－チャ－トや安全運転評価書に限らずグラフなど任意のものに使用できる。
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【産業上の利用可能性】
【０１１０】
　車両の安全走行を適切に管理し、指導する装置として、運送業、運搬業やタクシ－、配
送業務など、人荷の車両を用いた運送役務に適用できる。
【図面の簡単な説明】
【０１１１】
【図１】本発明の実施形態にかかる処理フロ－チャ－ト
【図２】本発明の実施形態にかかる車載器ブロック図
【図３】本発明のシステム概念図
【図４】本発明の実施形態にかかる晴雨昼夜四モ－ド概念図
【図５】本発明の実施形態にかかる安全運転定義登録
【図６】本発明の実施形態にかかる安全運転レ－ダ－チャ－ト
【図７】本発明の実施形態にかかる安全運転評価書
【図８】本発明の実施形態にかかる安全運転基準値
【図９】運行管理装置
【図１０】第二の実施形態にかかる車載器ブロック図
【図１１】第二の実施形態にかかるサ－バブロック図
【図１２】第二の実施形態にかかる処理フローチャート
【図１３】第二の実施形態にかかるサ－バ処理フロ－図
【図１４】評価フロ－図
【図１５】本発明の第二の実施形態にかかる閾値設定フローチャート
【符号の説明】
【０１１２】
２１・・・・・通信部
２２・・・・・アンテナ
２３・・・・・第一記憶部
２４・・・・・第二記憶部
２５・・・・・第一検出部
２６、２ａ・・・・・センサ
２７・・・・・比較部（１）
２８・・・・・選択部
２９・・・・・第二検出部
２ｂ・・・・・比較部（２）
２ｃ・・・・・警報発報部
２ｄ・・・・・第三記憶部
２ｅ・・・・・ＧＰＳ部
２ｆ・・・・・ＥＴＣ
３１・・・・・車載器
３２・・・・・端末
３３・・・・・インタ－ネット
３４・・・・・ホストサ－バ
３５・・・・・ＧＰＳ

                                                                                



(23) JP 2008-97376 A 2008.4.24

【図１】 【図２】

【図３】

【図４】

【図５】

【図６】

【図７】
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【図８】 【図９】

【図１０】

【図１１】 【図１２】
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【図１３】 【図１４】

【図１５】
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